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貨物船 SINGAPORE GRACE 作業員死亡事故に係る意見に 

対する措置状況について 

 

 

 

運輸安全委員会は、平成 21 年 6 月 13 日に大分県大分市佐賀関港で発生した貨

物船 SINGAPORE GRACE 作業員死亡事故について、平成 24 年 4 月 27 日に事故

調査報告書の公表とともに国土交通大臣に対して別添１のとおり意見を述べたと

ころですが、今般、意見に対する措置状況について国土交通省から別添２のとおり

通知がありましたのでお知らせします。 

なお、国土交通大臣の措置状況については、意見の内容を反映したものとなって

います。 

 

 



運 委 参 第 ４ ５ 号 

平成２４年４月２７日 

 

  国土交通大臣 

     前田 武志 殿 

 

                       運輸安全委員会 

                        委員長 後藤 昇弘 

 

 

貨物船 SINGAPORE GRACE 作業員死亡事故に係る意見について 

 

本事故では、硫化銅精鉱を積載した貨物船の揚荷役を行う際、硫化銅精鉱が積載

されていた貨物倉に入った作業員が酸素欠乏症を発症し、また、同人を救助しよう

として同貨物倉に入った作業員も酸素欠乏症を発症して３人が死亡した。 

硫化銅精鉱は、浮遊選鉱剤を用いた選鉱により銅鉱石から得られたものであり、

付着した浮遊選鉱剤によっては、空気より重いガスが発生して貨物倉に滞留し、空

気との置換を妨げて貨物倉の雰囲気が酸素欠乏状態になるとともに、有害なガスが

発生する危険性がある。 

このことから、当委員会は、本事故調査の結果を踏まえ、同種事故の再発防止の

ため、国土交通大臣に対して、運輸安全委員会設置法第２８条の規定に基づき、下

記のとおり意見を述べる。 

なお、この意見を受けて何らかの措置を講じた場合は、その内容について通知方

よろしくお取り計らい願いたい。 

 

記 

 

硫化銅精鉱に付着した浮遊選鉱剤によっては、有害なガスが発生し、また、空気

より重いそれらのガスが貨物倉に滞留し、空気との置換を妨げる危険性があるため、

浮遊選鉱剤の使用上における注意事項を国際海事機関（ＩＭＯ）を介して広く周知

することを要請する。 

別添１



国 海 環 第 0 3 5 号 
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平成 24年 11月 13日 

 

運輸安全委員会事務局  

 参事官 殿 

 

 

                       国土交通省海事局 

                        安全・環境政策課長 

                        検 査 測 度 課 長 

 

貨物船 SINGAPORE GRACE 作業員死亡事故に係る意見について(回答) 

 

 平成 24 年 4 月 27 日付運委参第 45 号にて意見のあった標記の件について、本年 9

月に開催された国際海事機関（ＩＭＯ）第 17 回危険物、固体貨物及びコンテナ小委

員会(ＤＳＣ17)において、当該事故情報及び運輸安全委員会の調査により得られた注

意事項を同小委員会に周知したので、関係資料を添えて通知する。 

別添２
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資料①：委員会への報告文書

（仮 訳）

IMO第17回危険物・固体貨物 DSC 17/INF.8

・コンテナ小委員会（DSC17） 平成24年7月13日

議題４ 原文：英語

国際海上固体ばら積み貨物規則（IMSBCコード）及び付録の改正（02-13）

金属硫化精鉱輸送に係る事故

日本国提出

概 要

報告文書の概要：

当該文書は、ばら積み船SINGAPORE GRACEの事故調査の概要を示す。当該文書は、小委員会に

対し、浮遊選鉱剤に伴う危険性を注意喚起するものである。

【割愛】

序論

１．2009年6月、大分県佐賀関港で硫化銅精鉱を揚荷役中のばら積み船SINGAPORE GRACEの貨物倉

内で、3人の荷役作業員が酸素欠乏症によって死亡した。

２．当該文書を提出した目的は、小委員会に対し調査結果の概要及び金属を抽出するために用い

る浮遊選鉱剤に伴う危険性を注意喚起することである。

当該事故調査結果の概要を当該文書の付属書に示す。

当該事故調査報告書の詳細は、GISIS（参照事故番号：C0007391）で閲覧することが可能で

ある。

関連する制度について

３．事故当時、「国際海上固体ばら積み貨物規則（IMSBCコード）」は、発効しておらず、2004年

12月3日MSC.193（79）で決議された「固体のばら積み貨物の安全実施コード(BCコード）」

が効力を有していた。

以下の記述は、「固体のばら積み貨物の安全実施コード(BCコード）」の金属硫化精鉱（※）

の個別明細中、危険に関する記載である。（※硫化銅精鉱は、IMSBCコード及びBCコードの

金属硫化精鉱に属す。）

「硫化精鉱のあるものは酸化しやすく、それに伴う酸素欠乏及び毒性の煙霧を放出し、自然

発熱する傾向を有している。あるものは腐食危険を示す。」

４．換言すれば、酸素欠乏による危険性についてはBCコードで指摘されていた。

BCコードに示す注意事項にもかかわらず、3人が酸素欠乏症によって死亡した。

５．既存のIMSBCコードにおいて、前述（前記）の記載は、金属硫化精鉱の個別明細の危険に関

する記載にも含まれている。

先の記載に加え、以下の文書が、IMSBCコードの個別明細中に示される注意事項（予防措置）
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として含まれる。

「船倉が換気され、空気中の酸素濃度が試験されるまで、この貨物の船倉への立ち入りを許

可しないこと。」

事故の分析

６．事故調査は、浮遊選鉱剤の使用が主たる事故の要因であることを結論付けた。

以下の項に分析の概要を示す。

７．金属硫化精鉱は、無用な鉱物を除去し、有用鉱物を濃縮したものであり、一般的に粒径は小

さいものである。

鉱石の選鉱には、浮遊選鉱、沈着分離など幾つかの方法がある。

なかでも、浮遊選鉱は、銅精鉱を得る標準的な方法であり、油又は浮遊選鉱剤が銅精鉱を抽

出するために用いられる。

８．多くの場合、浮遊選鉱剤の残留物は、船舶に積載する銅精鉱に付着している。

浮遊選鉱剤の残留物は空気より重い有毒ガスを発生させ、当該ガスが貨物倉の底に滞留

して、空気と置換しない可能性がある。

ガスの滞留に加えて、貨物の酸化による貨物倉中の酸素が消費される。

鉱物精鉱輸送に係る危険

９．従来より、鉱物の選鉱に浮遊選鉱剤が用いられており、浮遊選鉱剤から空気より重い有毒

ガスが貨物倉内で発生する。

故に、精鉱輸送には同様な危険が伴うことを強調しなければならない。

結論

10．浮遊選鉱剤の使用は、空気より重い有毒ガスを発生させる危険を伴う。

これらのガスは貨物倉の底部に滞留し、空気との置換が容易でないものと考えられる。

したがって、金属硫化精鉱及び鉱物精鉱を輸送するに際し、当該貨物を積載した区画に進入

する場合には、IMSBCコードに従って、一層の注意を払わなければならない。

小委員会に要請する対応

11. 当該文書の付属書で述べる調査の結果を議事録に書き留めるよう、小委員会に要請する。
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資料②：委員会レポート（抜粋）

（仮 訳）

DSC 17/INF.8

附 属 書

金属硫化銅精鉱の輸送に係る事故の調査結果の概要

１ 事故の概要

貨物船 SINGAPORE GRACE は、硫化銅精鉱の揚荷役のために佐賀関港の岸壁に係船中、平成

２１年６月１３日０８時３０分ごろ、作業員の１人が荷役作業に当たるため、３番貨物倉内の梯

子を降りている途中で倒れ、救助に向かった他の作業員３人のうち、２人も貨物倉内で倒れた。

倒れた３人の作業員は、３番貨物倉から救助されたが、その後、いずれも死亡が確認された。

死因は酸素欠乏症であった。

２.１ 事故発生に至る経過

本船は、密閉された３番貨物倉等に銅精鉱を積載し、パプアニューギニア ポートモレスビー

港から佐賀関港に航行中、銅精鉱が酸化したことにより、３番貨物倉内の空気中の酸素を消費し

た。

貨物倉の雰囲気は酸素欠乏状態になるとともに、銅精鉱に付着した浮遊選鉱剤から空気より重

い人体に有害な臭気ガスが発生した。当該ガスは、貨物倉内に滞留していた。

フォアマンは、酸素濃度を計測した可能性があると考えられるが、同人が死亡し、また、他に

計測状況を知る者がいないことから、計測が行われたかどうかを明らかにすることはできなかっ

た。

他方、貨物倉は、佐賀関港でハッチカバー開放後も酸素濃度が２０.９％の外気と置換されず、

酸素欠乏状態が続いていた。

本船が佐賀関港に係船中、作業員の１人が、３番貨物倉に入って同貨物倉底部へ移動していた

際、酸素欠乏状態の空気を吸入したことにより、酸素欠乏症を発症して死亡した。

フォアマンは、作業員を救助しようとして貨物倉に入り、当該者もまた酸素欠乏状態の空気を

吸入し、酸素欠乏症を発症して死亡した。

さらに、他の作業員１人は、（先に貨物倉で倒れた）２人を救助しようとして貨物倉に再び入

ったことから、酸素欠乏状態の空気を吸入し、酸素欠乏症を発症して死亡した。

２.２ 貨物及び浮遊選鉱剤に関する情報

銅精鉱のＭＳＤＳによれば、貨物名は「硫化銅精鉱」で、パプアニューギニアで掘り出された
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銅鉱石から浮遊選鉱を経て生産されたものであった。

ＭＳＤＳには、品名、組成、成分情報、取扱い上の注意、防護措置、目に入った場合などの応

急措置のほか、危険有害性として大気中で緩やかに酸化すること、水濡れによって緩やかに発熱

すること、並びに発火時に「硫黄ガス」を発生させることが記されていた。しかしながら、浮遊

選鉱剤に関する情報はなかった。

事故調査によれば、Ｗ剤及びＸ剤の２種類の浮遊選鉱剤が当該貨物の選鉱に用いられていた。

粗鋼１ｔ当たりの浮遊選鉱剤の使用量は、Ｗ剤が１７.０g/t、Ｘ剤が１６.５g/tであった。

２.３ 銅精鉱の酸化及び浮遊選鉱剤の影響

運輸安全委員会（日本）は、銅精鉱の酸化特性、浮遊選鉱剤のガス発生特性などが、貨物倉な

どの密閉区画の環境（雰囲気）に及ぼす影響について調査した。

調査の結果は下記のとおりであった。

1. 空隙の酸素濃度は、環境温度や密閉容器中の空隙に関わらず、時間経過に伴ってほぼ直

線的に減少した。

2. 酸素消費速度は、浮遊選鉱剤により異なる。

3. 浮遊選鉱剤は、密閉区域の下方ほど酸素濃度を低下させる。

4. 臭気ガスの成分は、トルエン、キシレン（以上芳香族炭化水素類）、ジエチルアセトア

ミド（エステル化合物）及びフェノール（フェノール類）であり、いずれも人体に有害

な物質であった。

２.４ 貨物倉内のガスが新鮮な空気と置換しなかった理由

佐賀関港でハッチカバーを開放した後、貨物倉内は一定時間酸素欠乏状態が継続していた。言

い換えると貨物倉の空気は外気と置換されず、酸素欠乏状態の雰囲気が一定時間継続した。

貨物倉内が空気と置換されなかった理由は、次のとおりであったと考えられる。

1. 浮遊選鉱剤から発生した空気より重い有害な臭気ガスが空気と置換せず、貨物倉の底部

に滞留していた。

2. 自然換気の空気の流れは、風速１.４ m/s 以内で、貨物倉の空気を置換するには十分でな

かった。

３. 金属硫化精鉱輸送時の注意事項

硫化銅精鉱は、銅鉱石から浮遊選鉱剤を用いた浮遊選鉱を経て生産されたものである。精鉱に

付着した浮遊選鉱剤の性状によっては、人体に有害なガスが発生することがある。

当該ガスは空気より重く、それゆえ、貨物倉に滞留する。その結果、有害なガスは空気と置換

されず貨物倉内の雰囲気は、酸素欠乏状態が長く続く可能性がある。
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資料②：委員会レポート（抜粋）

（仮 訳）

IMO第17回危険物・固体貨物 DSC 17/17

・コンテナ小委員会（DSC17） 平成24年10月5日

議題17 原文：英語

海上安全委員会へのレポート（報告）

目 次

節（セクション） ページ

（途中省略）

第４節 国際海上固体ばら積み貨物規則（IMSBCコード）及び付録の改正（02-13） ７

（途中省略）

金属硫化精鉱の輸送に伴う死傷者

4.18 小委員会は、ばら積み船SINGAPORE GRACEの金属硫化精鉱の輸送に関係する事故の調

査に関する情報を提供している文書DSC 17/INF.8（日本）について注意喚起をしました。

（途中省略）


